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【売上高構成比 FY2010】

テスト　　　　　

ソリューション

コネクタ　　　　
ソリューション

ＰＶ　　　　　　　　　
ソリューション　　
（太陽光発電）

光関連

32%

44%

12%

8%

●創立５５年の接触機構部品メーカー

バーンインソケット（世界ｼｪｱ40%）の大手
コネクタはメモリカード・高速伝送に強み
太陽光発電関連事業の立上進捗中

●海外比率

売上比率５８％、生産比率８５％（FY2010）
グローバルネット開発・生産・販売を展開
海外マネージメントは現地化率が高い。

山一電機について

●概要

本社　　　　東京都大田区

設立　　　　1956年11月1日

資本金　　 10,047百万円 （株式 23,289千株)

従業員数　458名 （グループ 5,005名）

拠点　　　　国内 5社（8拠点）、海外12社（15 拠点）

（2011/3末）

ＥＭＳ

4%
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■テストソリューション（ＴＳ）事業

・検査用ＩＣソケット
　メモリ用バーンインソケット
　ロジック用バーンインソケット
　テスト用ソケット

・プローブカード
・半導体テストサービス

■コネクタソリューション（ＣＳ）事業

・メモリーカードコネク
・高速伝送用コネクタ
・実装用ＩＣソケット
・ＹＦＬＥＸ
（ﾌﾚｷｼﾌﾞﾙﾌﾟﾘﾝﾄ配線板）

太陽電池モジュール用
・コネクタケーブル
・ジャンクションボックス

■光関連（ＯＰＴ）事業

・光学薄膜フィルタ
・半導体レーザ光源
・光モジュール

■ＥＭＳ事業

・基板実装サービス
・液晶パネル組立

事業および製品紹介

■ＰＶソリューション（ＰＳ）事業
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長期的な業績の推移

経営改革により黒字体質へ転換を目指す
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現経営体制へ

経 営 改 革

人員削減

LCD装置事業売却LCD装置事業買収

光事業買収

多角化による拡大

億円 ＥＭＳ事業売上　　　　　　　　　
ﾀｰﾝｷｰからｺﾝｻｲﾝで減少

TS事業で　　

最高益達成

営業利益率売上高



2011年3月期決算のポイント

4期ぶりの黒字化

ト ピ ッ ク ス
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ＴＳ
ﾃｽﾄｿﾘｭｰｼｮﾝ

ＣＳ
ｺﾈｸﾀｿﾘｭｰｼｮﾝ

ＰＳ
PVｿﾘｭｰｼｮﾝ

ＯＰＴ
光関連

ＥＭＳ

１Ｈは、車載向けﾛｼﾞｯｸ・ﾒﾓﾘ向け等
総じて好調

２Ｈは、一斉に投資冷え込み

差異化技術によりｶｰﾄﾞｺﾈｸﾀ好調
車載向けYFLEX・高速伝送ｺﾈｸﾀ拡大

ＴＶ向けｺﾈｸﾀ価格競争で苦戦

量産化　売上大幅増加 量産立上げﾛｽが嵩み通期赤字化

PMI HDD市況低迷で低調
MTC 大分事業終息（岡山継続）

PMI ｺﾝｻｲﾝ化ほぼ終了

事業体質改革に向け経営刷新
（KKC）※

※

※ＫＫＣ:光伸光学工業＝当社国内子会社　PMI:当社ﾌｨﾘﾋﾟﾝ子会社　MTC:マティ＝当社国内子会社　　　

※



東日本大震災の影響東日本大震災の影響

・当社の人的・設備の被害は極めて軽微
　

・当社のサプライチェーンへの影響は限定的
　

・ＦＹ２０１０決算への影響は極めて軽微
　

・ＦＹ２０１１の売上面でユーザーの部品不足による生産調整の影響を想定　　

夏季ピーク電力削減への取り組み夏季ピーク電力削減への取り組み

・動力系電力削減取り組み
　　生産の他地域シフト
　　大電力消費設備の稼動の夜間化
　　夏期休暇一斉取得（８月１５～１７日）
　　工場操業日の秋季以降との振り替え
　　太陽光発電の設置

・エアコン電力削減取り組み
　　グリーンカーテン・屋上緑化

・その他
　　クールビズの早期実施
　　照明の間引き

6

東日本大震災
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業績回復基調は続き、通期では黒字化を達成

業績推移（売上高と営業利益）

億円

２００

１００

212

３００

410

275

348

224

348

売上高

ＦＹ ０４ ０５ ０６ 　 ０７ ０８　　０９　 １０

442
４００

億円

(6)(4)

24

13 営業利益
21

(29)

10

-10
-20
-30

10
20

0

　 ―9.4（減損損失）

　 2.8-4.3（法人税調整）

5.22.4（為替差損）

　 1.6

3.7

10.0

275

ＦＹ１０

黒転

黒転

黒転

29.8%

前年比

-54.9%

-47.6%

-28.8%

0.3%

公表比

3.5

7.0

14.0

274

ＦＹ０９

売上高 212 

営業利益 - 5.5

経常利益 -10.7

当期利益 -19.7

当期利益

2/4公表
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売上30％増、営業利益大幅増、当期利益は低水準

損益計算書（前年度比較）

売上高

売上原価

売上総利益

販売管理費

営業利益

経常利益

当期純利益

ＥＰＳ（円）

21,166

16,198

4,968

5,522

-554

-1,065

-1,970

-103.8

9,278

7,510

1,767

2,768

-1,000

-1,392

-1,127

-59.4

27,476

20,351

7,125

6,128

996

366

157

7.4

通期

29.8%

25.6%

43.4%

11.6%

黒転

ＦＹ2009

１Ｈ

15,444

10,915

4,529

3,123

1,406

870

797

40.5

１Ｈ

12,032

9,436

2,596

3,005

- 410

- 504

- 640

- 33.1

２Ｈ

66.5%

45.3%

156.3%

12.8%

黒転

黒転

黒転

前１Ｈ比

ＦＹ2010

1.2%

8.6%

-18.9%

9.1%

赤転

前２Ｈ比 前通期比

赤転

黒転

赤転 黒転

11,888

8,688

3,201

2,754

446

218

- 843

- 44.4

２Ｈ 通期

（単位：百万円）



ＣＳ・ＰＳ事業は拡大するが、下期のＴＳ事業の減収とＰＳ事業のコスト増が響く

事業別の損益（前年度比較）

　通期対比 半期対比

営業利益売上高 営業利益

ＴＳ

ＣＳ

ＰＳ

ＯＰＴ

他

FY10

89

120

34

12

前期比

22.6

22.5

11倍

2.7

FY09

72

98

3

11

FY10

6.2

8.7

-1.2

0.1

-3.7

前期比

黒転

3.2倍

赤縮

―

赤縮

FY09

-0.6

2.7

-4.1

0

-4.3

ＥＭＳ 20 -26.628 -0.1 赤転0.8

％

合　計 275 29.8212 10.0 黒転-5.5

億円 売上高

53

67

15

6

36

53

19

6

13 7

154 120

30

43

1

5

42

55

2

6

13 14

93 119

FY09
1H

FY09
2H

FY10
1H

FY10
2H

7.4

7.6

0.6

0.1

-1.9

-1.3

1.1

-1.8

0

-1.8

0.2 -0.3

14.0 -4.1

-4.7

-2.0

-1.9

-0.3

-1.3

4.1

4.7

-2.2

0.3

-3.0

0.2 0.6

-10.0 4.5

億円

FY09
1H

FY09
2H

FY10
1H

FY10
2H

億円 億円

％

％

％

％

9

（単位：百万円）
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自己資本比率が改善

貸借対照表

公募・新規借入増

減収・ファクタリング増
による売掛金減

新規借入の増加

自己資本比率
59%に改善

流動資産

現金及び預金

売上債権及び棚卸資産

固定資産

資産合計

流動負債

買入債務

短期借入金

2009.03末

15,659

4,072

10,784

13,027

28,686

11,451

4,191

5,380

固定負債

負債合計

1,326

12,778

純資産合計 15,908

2010.3末

15,914

5,999

9,085

14,645

30,560

12,057

3,163

5,742

868

12,925

17,634

前期比増減

▲589

2,669

▲3,366

232

▲356

▲1,116

▲ 2,304

1,293

▲68

▲1,184

828

2011.3末

15,070

6,741

7,418

13,259

28,330

10,335

1,887

6,673

1,258

11,594

16,736

（単位：百万円）

減収による買掛金減



営業ＣＦが改善、財務ＣＦで資金確保

キャッシュフロー

億円

FY2008

６４

５１ ５１

６０

１８

３０
１

５０

３５

１２
１３

１３１０

２０

４０

６０

８０

１００

FY2010

営業ＣＦ

投資ＣＦ

財務ＣＦ

現預金残高

４１

３

９

売上減で営業ＣＦは
大幅増

７

３０

２０

６７

売上増での営業ＣＦ
大幅減をファクタリ
ングで補完

公募と自己株処
分で９億円増加、
長短借入１０億
円増加で手元資
金は大幅に増加。

１８

FY2007FY2006 FY2009
11



「固定費」　ここでは、
製造固定費＋販管費を固定費と定義。

FY08
実績

FY09
実績

FY10
実績

億円

１３７

１０８

５９ ５７

１２４

５０

１００

１５０

７６

単体

連結

ＰＶへの投資＝新たな償却費の増加、
減損により減少した償却の再増加、
減給の解除により連結固定費は
対ＦＹ２００９で増加。

より、分析レベルを上げ、　　　
無用な固定費増を押さえ込む。

ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

固定費の推移

減少

増加

12



プロダクトミクスの変化（ＰＳ増加）と
ＴＳの変動費率が悪化。
ＣＳは改善。

ＰＳ増加＝全体変動費率悪化は、
やむを得ない。
キラー商品の創出により、個々の
事業において競争力を持つ。

（連結売上）

億円

４０

４５

５０

５５

ＦＹ 08
2H

09
2H

%

100

200

50

150

（対売上変動費率）

10
1H 1H 1H 2H

50.950.6

年間50.7

49.1

52.1

47.4

54.9

ＦＹ ＦＹ

ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

変動比率の推移

13



注記：為替が円高に振れると売上・在庫ともに低評価に動く。
　　　 ＥＭＳの部品有償支給ﾀｲﾌﾟのﾋﾞｼﾞﾈｽ比で 売上・在庫の

関係は振られる。

（平均在庫額／平均売上）

プロダクトミクスの変化（ＰＳ増加）と
ＣＳの販売不振により棚卸資産は増加。

ＥＭＳはターンキービジネスが減少し
資産減。

一喜一憂ではなく、仕組み整備と日々の
管理浸透で着実に体質強化。

保有月数

（億円）

３９

２９

１０

２０

１.０

２.０

３２

（在庫額）連結

１.８７

３０
３３

１.７７

３.０

３８

１.６３
１.４７

３６
Other

ＰＳ

ＣＳ

ＴＳ

２.２１

１.８６

ＦＹ 08
2H

09
2H

10
1H 1H 1H 2H

ＦＹ ＦＹ

ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

棚卸資産の推移

14



注記：事業比率（設備比率・材料比率）・為替によ
り、大きく変化する点に注意。2H 2H1H 1H 1H 2H

ＦＹ２０１０－２Ｈの人員増要因は、
①ＴＳＳ売上拡大による人員増
　（ＴＳＳはｻｰﾋﾞｽ業＝売上効率低）
②ＰＭＩ人員余剰
　（人員でなく労働時間で調整）

監視と理解と正しい対策を求め
続ける。
現場効率改善とロス削減を日々
実行する。

ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

人員効率の推移

単体 売上/人月

連結 売上/人月
（千人）

4744 5005

日本

１

２

３

４

（千円）
2,020

1,412
1,670

2,499

557 399 461 498

4098

3618
3348

3908

542

3,319

ＦＹ 08 09 10
単体

2,640

388

ＦＹ ＦＹ

アジア

欧米

15

（千円）



品質ロスコスト

単体売上高

対売上品質ﾛｽｺｽﾄ比率

５０

億円

FY07 08 09 10

0.94

実績

１００

１５０

２００ 1.0

0.5

%
1.37

0.84

0.５

１.０

１.５

２.０

２.５

0.63

着実に改善されている。

しかし、まだ大きなインパクトのある
問題は発生している。

データ取得インフラを整えたので、
連結管理に移行する。
再発させない横展開と、全社一体
取り組みをさらに強化。

ＦＹ２０１０の重点施策と進捗状況

品質ロスコストの推移

目標値

0.76

10
16
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今後の成長戦略について

ＦＹ2011の予想と中期経営戦略

■　結束と独立

　　各グループ会社・社員が独立し、個性的にビジネス運営する。

　　各グループ会社・社員が強い結束力（チームの為に）で考働する。

　　その為の人造りを最優先に行う。

■　事業

　　テストソリューション事業で確実に利益を生む。

　　コネクタソリューション事業の規模と利益を拡大させる。

　　ＰＶソリューション事業を第三のコア事業へ育てる。



過去・現在・未来：利益体質を構築

市況悪化時にも耐えうる体質へ

-10.0

0.0

20.0

事業ミックスの転換により

FY10FY08FY00

目指す姿
未来現在過去

目指す姿未来FY2010現在

PV

成長性

収
益
性

テスト

コネクタ

その他

過去

FY2006

FY2006 ⇒ FY2008

FY2008
PV

コネクタ

テスト

成長性は過去3年の増収率、収益性は営業利益率（償却前）

営業利益率
安定的な収益体制を目指す

その他

18
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2012年3月期通期の業績見通し

東日本大震災の影響により、上期は低迷、下期は回復を見込む

27,476

ＦＹ２０１０ 　ＦＹ２０１１（予想）

連結売上

996営業利益

366

157

経常利益

当期利益

1.0％

7.4円

ＲＯＥ　

ＥＰＳ　

3.6％営業利益率

11,940

80

-60

-210

―

-9.0円

0.7％

14,960

900

760

560

―

24.0円

6.0％

通期 上期 下期

26,900

980

700

350

2.1％

15.0円

3.6％

通期

-2%

-2%

+91%

+122%

―

+104%

―

前期比

単位：百万円

ＲＯＥ＝当期純利益÷自己資本

ＥＰＳ＝当期純利益÷発行済み株数

上期は、

震災の影響により

生産調整が続き

受注低迷。

下期は、

一転して復興需要や

サプライチェーンの

立ち直りで

需要回復を見込む。
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2012年3月期通期事業別業績見通し

震災の影響で、上期は全事業低調を予想

　通期対比 半期対比

営業利益売上高 営業利益

FY11

80

123

36

14

前期比

-10.0

2.8

6.2

16.7

FY10

89

120

34

12

FY11

5.5

6.2

1.0

0.3

-3.0

前期比

-10.6

-28.5

黒転

300

赤縮

FY10

6.2

8.7

-1.2

0.1

-3.7

16 -20.820 -0.2 赤拡-0.1

％

269 -2.1275 9.8 -1.610.0

億円 売上高

36

55

14

7

44

68

22

7

7 9

119 150

53

67

15

6

36

53

19

6

13 7

154 120

FY10
1H

FY10
2H

FY11
1H

FY11
2H

1.5

1.4

0.2

0.1

-1.5

4.0

4.8

0.8

0.2

-1.5

-1.0 0.8

0.8 9.0

7.4

7.6

0.6

0.1

-1.9

-1.3

1.1

-1.8

0

-1.8

0.2 -0.3

14.0 -4.1
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光
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2011年度中期計画と事業戦略

コネクタ・ＰＶ ソリューションを伸ばす！

１００

２００

３００

億円

09 10FY 08 11
予想

ＴＳ

ＣＳ

ＰＳ

ＥＭＳ
ＯＰＴ

２２４ ２１２

２７５

３１２

12

２６９

－２９

－６

１０
1５

営業利益

計画　計画

１０

13

３４２

１９

２０１０期初中期計画

10 11 12

１０ １２ １５

０

２０

‐２０

‐４０

億円

２５８ ２６７
２８５

売上高 ＦＹ2011は、震災の影響で

足踏み

ＦＹ2012以降、ＣＳ事業・ＰＳ

事業をエンジンに成長



テストソリューション事業：堅実なプロフィット事業

着実に利益を確保する！

100

50

150

0

10

5

15

0

-5

１１９
７８ ７２

８９ ８０ ８５ ８５

売上高

営業利益

FY07　 FY08　　FY09　　FY10　 FY11　 FY12　 FY13

億円 億円
14

６

-1

-10

７６ ７

75％

50％

25％

0
FY07　　 FY08　 FY09　 FY10　 FY11　 FY12　 FY13

テスト・プローブ
100％

販売戦略

開発戦略

●ＷＷテストソケット開発基盤の強化

●バーンインソケットシェア拡大

生産戦略

●テストソケットの差異化

●キラー商品の開発

●プローブカードの差異化

●フィリピン工場の自立化促進

●フィリピン工場の現地調達拡大

●中国市場の攻略

●部品技術の強化

バーンインメモリ

バーンインロジック

ＢＧＡソケット
　

ＱＦＰソケット
　

プローブピン　　　　　
イーグルコンタクト　

テストソケット
　 22
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コネクタソリューション事業：成長エンジンとするコア事業

規模拡大と利益創出！

10
0

50

15
0

0

10

5

15

0

-5

-10

116
95 97

120 123
145

164
売上高

営業利益

FY07　 FY08　 FY09　 FY10　 FY11　 FY12　 FY13

億円 億円

-７

９

３

-１５

９

６

１２

-15

●カードコネクタのシェア維持

事業戦略

開発戦略

●キラー商品の開発

生産戦略

リスク分散とコスト低減

●高速伝送／車載コネクタの拡大

●フィリピン工場・ＯＥＭ生産の活用

日本・米国・ドイツ・中国

●ＷＷ開発体制の強化

●限界突破のコスト低減活動

●カスタムコネクタの取り込み

販売戦略

●強い市場／強い顧客の創り込み

ﾃﾚｺﾑﾈｯﾄﾜｰｸ向け製品を拡大

75％

50％

25％

0
FY07　　FY08　　FY09　 FY10　　FY11　 FY12　 FY13

カード

YFLEX

FA・他

高速伝送／車載

ICソケット

100％

カードコネクタ

YFLEX（ｱﾐｭｰｽﾞ向け）

FPCFFCコネクタ

Y-CON（産機向け）

光モジュールケーブル
（通信インフラ向け）23



5Gbps

10Gbps

25Gbps

40Gbps

100Gbps

FY2009 FY2013FY2012FY2011FY2010

QSFP/XFP/SFP+　　　　

コネクタ及びモジュール

　　Back Planeコネクタ　　
電気/光（MT）Slot搭載

●高速Back Planeコネクタ

●LGA超多極ソケット

●光モジュール実装ソケット

　　高速PCI Expressコネクタ

　　　 QSFP-AOC 製品拡充の方向（超高速・超多極）

コネクタソリューション事業：成長エンジンとするコア事業

テレコム・データコム向け製品ロードマップ

CFPコネクタ
CA009シリーズ

Mezzanineコネクタ
CN099シリーズ

DDR2/3コネクタ

AMC/ Micro TCA　
CN074/CN080/CN084

24

データ速度



ＰＶソリューション事業：第三の柱として急拡大

事業拡大を加速させる！

30

20

50

10

4

2

6

0

-2

-4
３

３４
３６

４８

５６

売上高

営業利益

FY09　 FY10　 FY11　　FY12　 FY13

億円
億円

-1

-４

２

1

３

75％

50％

25％

0
FY09　　FY10　 FY11　 FY12　 FY13

ケーブル＆コネクタ

ジャンクションボックス

100％

40

生産戦略

販売戦略

●キーユーザービジネスの獲得

開発戦略

●ＷＷ開発拠点展開で差異化
　　 欧・日・米・中・・・・

●ＷＷ３拠点体制
　　ドイツ・中国・フィリピン

●中国ユーザーへのアプローチ
　　中国企業との合弁会社で攻める

●自動化推進
　　省力化・品質安定化

世界のＰＶ市場は、さらに加速的に拡大する。
しっかりキャッチアップする。

結晶系JBOX

薄膜系JBOX

YSOL３

YSOL４

YSOL４フィールドタイプ25



1.12
1.97

4.54
6.00

11.09
12.24

13.86
14.76

0.45

0.92

1.62

1.89

2.46

0.38

1.08

1.26

1.47

1.72

0.68

2.31

2.88

3.87

5.73

1.6 2.6

5.6 7.5

15.4
18.0

21.0
24.6

0.00

5.00

10.00

15.00

20.00

25.00

30.00

2006年2007年2008年2009年2010年2011年2012年2013年

Others

JAPAN
USA

EU

出展：電波新聞2011年3月2日　

世界市場需要予測

大規模太陽光発電所の設置及び設置計画　　
　　　　　　出典：環境エネルギー産業情報

現在はEU市場、今後は北米、中国市場が拡大

ＷＷ開発・販売・生産体制でキーユーザービジネスの獲得

ＰＶソリューション事業：第三の柱として急拡大

ＦＹ２０１０

・中国のＹＥＺにてＹＳＯＬ量産

　　米国キーユーザー向けにコネクタ量産

・欧州のＹＤＭ工場を拡張

　　欧州キーユーザー向けにＪＢＯＸ量産

ＦＹ２０１１以降

・フィリピンのＰＭＩにて生産開始

　　米国キーユーザービジネス獲得へ

・中国合弁会社設立・生産開始

　　中国のキーユーザービジネス獲得へ

ＧＷ

ＦＹ2010は倍増

26



■フィリピン工場の拡充

ＴＳ事業の生産効率改善
ＣＳ事業の生産量拡大
ＰＳ事業の生産開始などを目的。
「第３工場」　２０１１年６月稼動予定。

■ＰＳ事業の生産増強

顧客要求に応えるため、中国・ドイツ工場の
生産能力増強投資を実行。

2010-11年度投資予定額

2010-11年度投資予定額 約４億円

約５億円

■ＰＳ事業の中国戦略

驚異的に伸張する中国市場攻略のため
中国企業と合弁会社を設立し
開発・生産・販売を行う。

■ 光モジュールのＯＤＭ供給

大手メーカーへのＯＤＭ供給により
光モジュール製品拡販。

光モジュールケーブル

27

進行中のプロジェクト
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グローバルな人財で進化する

中国

ヤマイチエレクトロニクス U.S.A. Inc.

社長 Alfred S. Muranaga
　

ヤマイチエレクトロニクス ドイッチェランドGmbH
ヤマイチエレクトロニクス ドイッチェランド マニュファクチャリングGmbH

社長 Helge Puhlmann

ヤマイチエレクトロニクス　シンガポール Pte. Ltd.

社長 Justin Ng
プライコンマイクロエレクトロニクスInc.

会長 Alfredo G. Pacho 社長 Nelson C. Perpetua
山一電子（深圳）有限公司

亜洲山一電機工業株式会社

社長 李 聖 旭

責任者はローカルマネジメントを登用
販売子会社に開発機能を持たせ技術陣を配置
お客様のニーズに迅速に対応

欧州 北米

シンガポール

韓国

フィリピン

中国

海外拠点でのローカルマネジメント
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※注意事項

本資料は、2011年5月30日現在の当社グループの事業内容、経営戦略、業績に関する情報の提供を目的
としたものであり、当社が発行する有価証券の投資を勧誘することを目的としたものでありません。

本資料に記載した意見や予測等は資料作成時点の当社の判断であり、その情報の正確性、完全性を保証
し又は約束するものではなく、また今後、予告なしに変更されることがあります。

問合せ先：経営管理部広報課　笹川康彦

TEL： 03-3778-6153  FAX: 03-3778-6171

http://www.yamaichi.co.jp

E-mail: sasagawa@yamaichi.co.jp


